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ヒンディー語の知覚動詞文について

西岡美樹＊

1.はじめに

日本語によく似た言語であるといわれるヒンディー語は、もともとインド・ヨー

ロッパ語族イラン語派の出自であることは周知のことだが、日本語と似ていると

いわれる主な理由は、語順がSOVであること、膠着語の性格が強いことなど、あ

くまで語、句、単文レベルでの話である。これが、二つ以上の文から成り立つ複

文になると、話は全く違ってくる。現存のインド・ヨーロッバ語族出自の諸言語

と同じ性格が顕著に現われる。

その代表的なものとして、知覚を表す動詞を使った文を挙げることができる。

本稿では、ヒンディー語におけるこの知覚を表わす動詞を用いた例文を観察し、

英語や日本語とも比較、対照しながら、文の統語的特性、また、それに付随して

明らかとなる知覚動詞の特徴を整理し、考察する。

2．枠組みと例

例文を観察する前に、本稿において必要となる統語構造の枠組み、および扱う

動詞群について簡単に述べておく。文の構成要素は、主語 (S)、目的語 (O)、動

詞 (V) と表わす。

文 ＝ ［S V] もしくは [S O V] 

＊
 
大阪外国語大学非常勤講師
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Vには、例えば日本語の「きれいだ」の助動詞「だ」に相当するコピュラを伴っ

た述語名詞 (PredicateNoun, PredN)、述語形容詞 (PredicateAdjective, PredA)も

含む。その他の副詞的な文要素はすべてAdverbial(Ad) と表示する。

また、 Sと0には通常名詞句が入るが、しばしば文が入る場合もある。例えば、

日本語の知覚動詞「見える」、「見る」を取ってみると、「＜文＞のが見える」、「＜

文＞のを見る」のように、 Sと0の位置に文そのものが埋め込まれるのが分かる。

もっとも、その際、埋め込まれる側の従属文を照応する準体助詞の「のりが必要

になる。本稿では、このような従属文の述語が（コピュラも含め）動詞の定形で

ある場合を定形節 (FiniteClause)と呼ぶ。なお、複文の際に定形節をつなぐため

に必要になる同格接続詞は、 Appositive(App)で表わす。

ところで、ヒンディー語に目を移すと、この場合、従属文を定形節のまま Sや

0の位置に埋め込むことはできない。従属文を主文の後にそのまま置くか、文を

終えることのできる動詞の定形を未完了分詞、完了分詞のような非定形に変えな

ければならなくなる。このように動詞の定形が、非定形（未完了分詞、完了分詞、

不定詞）になるものを、定形節に対し非定形節 (Non-finiteClause) と呼ぶ。

本稿では、以上のとおり主語への文の埋め込み（主語型）、目的語への文の埋め

込み（目的語型）に大きく分けて観察、分析を行うが、例文観察に入る前にもう

一つ、ここで扱うヒンディー語の知覚、認識、感覚を表す主な動詞（以下、一括

して「知覚動詞」と称する）について概観しておきたい。

一般的な知覚もしくは認識

lagnii. 感じられる、思われる
知覚
maliim/gyat/mahsiis/pratit hone. 感じられる、思われる

mii.nnii. 認める、思う

認識 samajhnii. 理解する、思う

pana 分かる、知る

知覚のところに挙げた動詞はすべて自動詞扱いされ、感じたり思ったりする当

事者は与格2で、感じられる事柄が主格で表わされる。また、認識として分類した
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ものは、他動詞として扱われる3.

この他にも、 ‘nikalna4' 「後で判明する」、 ‘pahcanna' 「既知の人やモノを見て

それが何であるか分かる」というような知覚動詞もあるが、特殊なものなのでこ

こでは扱わない。また、ここでいう知覚とは、広い意味での知覚を指し、認識と

呼んでいる方は、いわゆる五感による感覚的な知覚ではなく、知力、知性による、

つまり知的な知覚を指す。

また、今述べた感覚の方についてだが、具体的には視覚、聴覚、臭覚、味覚、

触覚の五感のことを指す。この五感に関するヒンディー語の知覚動詞の主なもの

は以下のとおりである。

五感による感覚もしくは知覚

dikhnii 
見える dekhna 見る視覚

dikhai den納parna

聴覚 sunai dena 聞こえる sunna 聞く

mahakna,v函na 匂う siimghnii. 
嗅ぐ

sugatpdh/xusbii ana 匂いがする mahak/vas lena 
臭覚

臭う
durga!pdh/badbii anゑ

臭いがする
siimghna 嗅ぐ

味覚 (svad) lagna 味がする svad/maza lena 味わう

触覚 lagna 触る
chiinii 

hath lagiinii 
触れる

この中で、一般的のどの言語でもよく使用されるものは、視覚、聴覚の動詞で

ある。この二つは後ろで改めて取り上げるので、ここでの詳しい説明はせず、そ

れ以外のものを見てみよう。まず臭覚だが、他動詞の方から説明すると、 ‘mahak'

もしくは ‘vas' 「匂い」という抽象名詞に動詞 ‘Jena' 「取る」を併せた複合動詞

で表わすものと、中立的な「におい」を「嗅ぐ」というー語の動詞 ‘sumghnli' と

がある。一方の自動詞の方は、先の「匂い」を表す抽象名詞を内包した動詞、つ

まり「匂う」に当たる ‘mahaknli'や ‘vlisnli' を使うか、抽象名詞「匂い／臭い」

と動詞「する」を併せた複合動詞のように、 ‘sugarpdh/durgarpdh' （または ‘vlisn紺
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badbii')「匂い／臭い」と‘恥ii.' 「来る」を併せたものを使用する。実際、「いい

においがする」、「臭い（においがする）」という表現には、この複合動詞の方がよ

く使用される。次に味覚に移ると、臭覚の場合と同じで、他動詞では ‘svii.d'「味」

という抽象名詞を目的語にし、動詞 ‘lenii.' 「取る」と併せて複合動詞として使用

する。一方、自動詞の場合、味について特に言及しない限り、この ‘svii.d' を明

示する必要はない。広く知覚を表す動詞のところで挙げた ‘lagnii.' 「感じられる」

のみで表わすことができる。最後の触覚についても同じで、 ‘lagni'で表わす。触．

覚の 'lagnii.' は、上の一般的な知覚「感じられる」と同じ動詞である。これは、

触覚が感覚器官一つに絞られることのない、いわば五感の中で一番中心にある感

覚だからである。それに対し臭覚と味覚は、五感の中でも「におい」、「味」とい

う特殊でかつ周辺的な領域に属する。視覚や聴覚に比べても使用頻度が低いため、

ここでは取り扱わない。また、この臭覚、味覚、触覚の他動詞も、それぞれ各々

の感覚を得るための動作を表わす動詞に過ぎないので、ここでは取り上げない。

このように、本稿では一般的な知覚もしくは認識を表わすもの、そして視覚、

聴覚の知覚動詞に的を絞り、それぞれの例文5を以下で観察していく。

2. 1．主語型

主語型の主なものとして、動詞 ‘lagnii.' 「感じられる／思われる」、また、動詞

ではないもの ‘mii.liim/gyii.t/pratit' をコピュラ ‘honii.' と複合させる複合動詞、そ

して五感の中の視覚、聴覚を表す「見える」、「聞こえる」の ‘d政hnii.' もしくは

名詞「見ること」との複合動詞 ‘dikhii.iden助parnii.'、そして「聞こえる」の ‘dikhii.i

den助parna' の例を以下に挙げる。

2. I. I.'lagna'「感じられる／思われる」

(1) ap vyast lag rahe haiIJl. 

あなた 忙しい 感じられる一幹続く一完了コー現在

「あなたはお忙しいようですね。」

(i)は、コピュラを伴う形容詞述語文 ‘lipvyast hai' 「あなたが忙しい」のコ
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ピュラを削除し、非定形節にした上で、動詞 ‘lagnii' の主語として埋め込んだも

のである。文法上の主語は、 ‘iip' 「あなた」（二人称・複数りが担うことになり、

主文の述語動詞は、その頃p' に一致させる。

(2) aisa lag raha hai ki mujhe yagyorp ka 

このようなこと感じられる一幹続く一完了コー現在同格私に 供儀 の

phal prapt ho gaya hai. 
成果得られた なる一幹 行く一完了 コ＿現在

「私はもう供儀の成果を得てしまったようだ。」 [SBh p.81] 

(2)の 'lagnii' の主語である ‘aisii' は、同格接続詞である ‘ki' 以下の動詞

述語文を照応したものである。この場合、 (l)のように主文に定形である「もう

供儀の成果を得てしまった。」という従属文を非定形節化して埋め込むことはでき

ない。

2. 1. 2.'mali1m/gy砒／mahsi1s/pratithone.'「感じられる／思われる」

前節の 'lagnii'はー語の動詞であったが、それと同じように使用される形容詞と

の複合動詞を使用した例をここで挙げる。 ‘m血m'、‘gyat'、‘mahsiis'、‘pra面 1は、

動詞「知る」、「分かる」の完了分詞「知った」、「分かった」を形容詞的に用いた

ものである。まず ‘gyiit' を使用した例を見てみよう。

(3) bahan, tum to koi devi gyat ho rahi ho. 

姉妹 君 小詞何か女神 分かった コー幹続く一完了コー現在

「お姉さん、あんたは女神か何かのようだ。」 [MBhp.90] 

(3)も前に挙げた (1)と同じく、「あんたは女神だ。」という名詞述語文を母体

となる主文の主語の位置に埋め込んだものである。 (1) と同様、従属文のコピュ

ラが削除される。また、文法上の主語は、二人称代名詞 ‘tum' が担うので、動

詞形態は二人称代名詞に一致させることになる。

もう一つ、口語体で比較的よく使用される ‘miilum'を使った例も見てみよう。
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(4) (tum) dekhne meQl to hatte-katte malfun hote ho. 

君見る一不定・斜 に 小詞 丈夫な 分かった コー未完コー現在

「あんた、見た目には丈夫そうなのに。」 [SBhp.68] 

(5) dhan milne ki 卑 merp ve k甲 bhiunherp 

富 手に入る一不定・斜の 望み に それら苦労もその方に

sukhdayi malilm hue. 

喜ばしい 分かった なる一過去

「富が手に入るという望みの中で、それらの苦労もその方（ドローナ）にとっては喜ばし

いものと思えた。」 [MBhp.49] 

(4)も（3)と同様、形容詞述語文である。「あんたが丈夫だ。」というその従属

文が、主文の述語 ‘miiliimhoほhai8’ の主語として埋め込まれている。したがっ

て、これも述語の動詞形態は、 ‘tum' に一致する。 (5)は、主文の述語動詞が

'miiliim hona.9' 「思われる＝思える」、「分かる」という、動作を表わす複合動詞に

なっているパターンである。

では、次に動詞述語文の例を見てみよう。

(6) aisa pratit hota hai, is saqikat se chutkar nahirp 

このようなこと分かったコー未完コー現在この 危機から 解放 否定

milega. 

得られる一未来

「この危機から解放されないようだ。」 [MBh p.149] 

前節の (2)と同じく、 (6)の主文の主語 ‘aisa' も、従属文となる「この危機

から解放されないだろう。」を照応する。この場合も、 ‘aisa' の位置に従属文が

主語として出てくることはない。また、例文には出てきていないが、先の (2)と

同じで、通常、主文と従属文の間に ‘aisa'が照応することを示す同格接続詞 ‘ki'

が現われる凡
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2. 1. 3.'dikhna'（または‘dikhaiden函parnゑ＇）「見える」

前にも少し述べたが、ヒンディー語の「見える」には、動詞ー語の ‘dikhnii'

（または ‘dikhnii'）の他、 'dikhiiil denii' もしくは ‘dikhiiip町nii' 「見ること」と

いう抽象名詞による複合動詞で表わすことができる。まず、 ‘dikhnii'の例から見

てみよう。

(7) dikh rahe ho. ha泊，

ああ

tum to paresan 
君小詞困った 見える一幹続く一完了 コー現在

「ああ、おまえ困っているようだな。」 [fYH p.99] 

(8) koi per ke nice baithii (huii) dikh rahii hai. 

誰か 木の 下に座る一完了コー完了見える一幹続く一完了コー現在

「誰か木の下に座っているのが見える。」

(7)は、 2.1.l.や2.1.2.で見られたものと同じ形容詞述語文が従属文として埋め

込まれたものである。主文の述語は ‘dikhnii'の異形 ‘dikhnii' 「見える」なので、

日本語で言えば「困ったように見える」というところである。下の (8)では、動

詞述語文の「誰かが木の下に座っている。」が主文の「見える」の主語に埋め込ま

れている。この従属文の述語 ‘baithii'は、定形では過去時制を表わすが、ここは

埋め込みに伴い非定形化された完了分詞である。また、しばしば（ ）書きした

ようにコピュラの完了分詞が挿入されることもある。このコピュラについては、

もう少し後で詳しく述べる。

次に複合動詞を使用した例も見てみよう。

(9) age kuch ag jalti hui dikhai de rahi hai. 

先に 少し火燃える一未完コー完了見ること与える一幹続く一完了コー現在

「先に火がわずかに燃えているのが見えるぞ。」

(10) bhim apni masti meIJl Jbfunta hua ata dikhayi 

ビーマ自分の有頂天 に 揺れる一未完コー完了来る一未完 見ること
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p町a.
生じる一過去

「ビーマが有頂天になって、体を揺らせながら歩いているのが見えた。」 [Mbhp.91] 

(9)も「火がわずかに燃えている。」という動詞述語文を、主文の主語として埋

め込んだものである。このコピュラの完了分詞は、先の (8)でも挿入されること

があると述べたが、省略することができるオプションとされている。 (10)も複合

に使用されている動詞が異なるだけで、構造は (8)、（9) と同じく、従属文の

「ビーマが有頂天になって、体を揺らせながらしながら歩いている。」という文を、

主語として埋め込んでいるのである。

ちなみに、 ‘dikhnii'、‘dikhiii denii' もしくは ‘dikhiiiparna' の代わりに、「視

界、視線」を表す名詞 ‘nazar' と「来る」という動詞 ‘ina' を複合させた ‘nazar

iina'という迂言的な表現も使用される。前章の五感のところで述べた「匂う／臭

う」の複合パターンと同じである。日本語ならば「視界に入る」といった表現に

類似する。

2. 1. 4.'sunai dena/p町na'「聞こえる」

視覚による認識「見える」の次は、聴覚による認識「聞こえる」についての例

を観察するが、この「聞こえる」という動詞については、「見える」のようなー語

の動詞がない。この場合、本節の見出しのとおり、前節の「見える」と同じ複合

動詞パターンが使用される。

(l I) gari ki av泣 diirse nikat a.ti hui sunai pari. 

列車の 音 遠くから近くに来る一未完コー完了聞くこと生じる一現在

「列車の音が遠くから近づいてくるのが聞こえた。」 [KHp.203] 

(11)は前節の (8)、（9)、（10)と同じく、主文の主語に「列車の音が遠くから

近づいている。」という文が埋め込まれている。

ちなみに、この ‘suniiidenii' もしくは ‘suniiip叩面には、「耳」 ‘kiin' と物事が
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生じるというような意味合いの時に使用される動詞 ‘p叩面による複合動詞の一

種とも言うべき ‘kinmel)lp町na' という迂言表現が存在する。日本語に「聞こえ

る」と「耳に入る」という表現が存在するのと同じである。また、日本語の「そ

の話は奇妙に聞こえる。」（英語なら ‘hear'ではなく 'sound'）のような、「その

話が奇妙だ。」という従属文が「聞こえる」の主語として埋め込まれるような、名

詞述語文もしくは形容詞述語文の埋め込みは、ヒンディー語では不可能である。

「聞いて・・・と感じる」となり、感覚を経た認識ということで、主文の述語動詞

は2.1.1.の ‘lagni'が通常使われる。

2. 2．目的語型

次に目的語型についての例を挙げるが、ここで使用される動詞は、「感じる／思

う」に当たる ‘minnii’ 、‘sarnajhnii’、そして先の主語型で挙げた「見える」「聞こ

える」の他動詞である「見る」 ‘dekhni'、「聞く」 ‘sunni'である。また、主語型

にはなかった「得る」 ‘piinii' を使った例を最後に挙げる。

2. 2. 1.'m恥na'「認める／思う」

動詞 ‘miinnii' は、広義では日本語の「思う」に当たるが、見て判断する、ま

たそれでよしと承認する場合に使われる。

(12) phir bhi ap satyagrah ko hathiyar maneip,... 

それでも あなたサテイヤグラハ対格 武器 思う一未来・仮

「それでもあなたがサテイヤグラハを武器と思うならば、・・・。」 [HS p.67] 

(12)は、 ‘satyiigrah hathiyiir hai.' 「サテイヤグラハ＂が武器だ。」という「 Aは

Bだ」という名詞述語文を、 Aを対格、定形の述語形容詞を非定形化、すなわち、

日本語の「だ」に当たるコピュラを削除した上で、主文の述語動詞 ‘m助nii' の

目的語として埋め込んだものである。目的語型の埋め込みの場合、従属文の主語

は対格表示される。
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では、動詞述語文の場合はどうか。下の (13)がその例である。

(I 3) mairp manta h呻 kirajaorp ka jivan pt-aparpcorp se bhara 

私思う一未完コー現在同格王 の人生 策略 で満ちた

hua hota hai, … 
コー完了 コー未完 コー現在

「王の人生が争いに満ちているものだということは分かっている。」 [SBh p.61] 

動詞述語文の場合、主語型 (2.l. l.および2.1.2.)の時と同じで、主文の目的語

として近称詞 ‘yah' 「これ／それ」もしくは ‘aisa' 「このようなこと」を照応詞

として置くか、もしくは想定し、「王の人生が争いに満ちているものだ。」という

従属文を同格接続詞 ‘ki' 以降に置くパターンを取る。 (12)のような名詞述語

文、もしくは形容詞述語文のように非定形節化し、主文の目的語に埋め込む例は

見られない。

2. 2. 2.'samajhnii'「理解する／思う」

ここで使用される動詞 ‘samajhnii' も広義では「思う」と考えてよいが、前節

で使用されていた ‘miinnii' と若干違い、物事を悟り知る、了解する意味に使用

される。以下に挙げるのは、形容詞述語文と動詞述語文の例である。

(14) mairp. apne ap ko anari samajhta hii泊

私 自分自身 対格 無知の 思う一未完コー現在

「僕は自分を無知だと思う。」

(15) p助gav yah samajh gaye ki vedvyiis ji kyii 

パーンダヴァ これ理解する一幹行く一過去同格ヴェーダヴャーサ尊称何

kahane aye the. 

言う一不定・斜来る一完 コー過去

「パーンダヴァたちは、ヴェーダヴャーサ仙が何を言いに来られたか分かった。」

[Mbhp.93) 
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前の ‘manna' の時と同じく、 (14)は形容詞述語文「僕は無知だ。」という文

を ‘samaj血a'の目的語として埋め込んだもので、 (15)は「ヴェーダヴャーサが

何を言いに来られたか。」という動詞述語の疑問文が、同格接続詞 ‘ki'以降に置

かれている'2.

2. 2. 3.'dekhna'「見る」

さて、目的語型の感覚の方に移ろう。 2.1.3.の自動詞「見える」の対になるも

のが、ここで挙げる他動詞「見る」 ‘dekhna'である。

(16) unhorpne ek sundar kanya ko nav calate dekha. 

その方十能格 l 美しい 娘 対格 舟 漕ぐー未完 見る一過去

「その方は一人の美しい娘が舟を漕いでいるのを見た。」

(16)では、「美しい娘が舟を漕いでいる。」という文が、主文の動詞 ‘dekhna'

の目的語として埋め込まれている。従属文が主文の目的語として埋め込まれる場

合、元々主語の性・数に一致していた動詞の未完了分詞の形態は、直格形＂から一

律、斜格形の ‘-te' に変わり、コピュラは削除される。

なお、この文は、次の定形節構造から派生したものである。

(17) unhorpne (yah) dekha ki ek surpdar kanya nav cala 
その方十能格これ見る一過去同格 l 美しい 娘 舟漕ぐー未完

rahi thi. 
続く一完了コー過去

「その方は、一人の美しい娘が舟を漕いでいるのを見た。」

従属文の定形動詞には、進行形と呼ばれる『語幹十 ‘raha' ＋コピュラ』の形

を使用している。ヒンディー語の動詞には現在時制を表わす単純形はなく、『未完

了分詞＋コピュラ』、日本語で言えば動詞の「て」形を使った「一て•いる」の

「いる」で表わすのだが、どちらも「未完了の状態にある」ということを指すもの
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である。つまり、「走る」もしくはここの「漕ぐ」のような動作を表わす動詞の場

合、「走っている」、「漕いでいる」 ('caliitIhai'）という動作の未完了状態を示す

ものになる叫ヒンディー語の場合は、この未完了分詞とコピュラの組み合わせで

ある 'calatIhai' という形は、広いタイムスパンの中での動作の繰り返しに使用

される形である'5。さらに、先ほど触れた進行形という特殊な形があり、これを

以って、その動作が広いタイムスパンから狭いタイムスパンの中で継続している

事象を表わす。したがって、ここも「見た」という狭いタイムスパンでの動作の

継続になるので、進行形が使われる方が普通である。逆の (17)から (i6)の埋

め込みの際は、進行形そのものを埋め込むことはなく、未完了分詞のみを使用する。

また、この未完了分詞を使ったものの他に、完了分詞を使用した例も見られる。

以下の (18)がそれに当たる。

(18) mairpne ek barpdar ko per ke nice baithe dekhii. 
私＋能格 1 猿 対格 木 の下に座る一完了 見る一過去

「私は木の下に一匹の猿が座っているのを見た。」

(18)は、「猿が木の下に座っている。」 ‘ek bandar per ke nice baitha hai.' を未完

了分詞の場合と同じ操作で主文の目的語に埋め込む。

この埋め込みについては、 (18)のようになるのが普通だが、以下の (19)のよ

うに、しばしばこれも斜格形にならず、直格形のままにされることがある。［古

賀： 1986]

(19) us kisiin ko apni sarai:i meip. ii.ya dekh iip.dradev bare 
その 農夫対格自分の庇護 に 来る一完了見る一幹インドラ神大変

prasann hue. 

喜んだコー過去

「その農夫が自分のところへ庇護を求めてきたのを見てインドラ神は大変喜ばれた。」

[KH p.201] 

「その農夫が自分の庇護下に来た。」という従属文を埋め込む際、本来なら完了

分詞が男性・単数・直格形の ‘aya' ではなく、男性・単数・斜格形の ‘aye(ae)' 
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になるはずだが、そうはならない場合が多々見られる'6。なお、ここの「見る」に

は動詞の語幹が使用されているが、特に接続分詞 ‘kar'が落ちたわけではなく、

日本語の「～のを見／見て」のように語幹本来に連用形と同じ用法があるためで

ある。

ところで、日本語の「見る」や英語の ‘se研には「判断する、思う、分かる」

のような認識に及ぶ意味も持つことがある。ヒンディー語のこの ‘dekhnii' もし

かりで、以下のように用いることが可能である。

(20) ap dekhte hairp ki alag alag sadhnorp ke alag alag niatije 
あなた見る一未完コー現在同格別 別 手段 の別 別 結果

ate hairp. 
来る一未完 コー現在

「異なる手段からそれぞれ異なる結果が生じるのがお分かりでしょう。」 [HS p.59] 

このような場合、埋め込みにはせず、「異なる手段からそれぞれ異なる結果が生

じる。」という動詞述語文を、定形節のまま同格接続詞以降に置く。

また、例えば日本語の「見る」は、「ことを甘く見る」のように「判断する、思

う、見なす」という意味で用いることができる。つまり、日本語では「AをBと

見る」という名詞述語文や形容詞述語文の主文への埋め込みが可能なのだが、ヒ

ンディー語では、埋め込みによるこの用法は見られない。

2. 2. 4.'sunna'「聞く」

次に「聞く」について見てみよう。

(21) kya ap ne kabhi sauth irpc;l.iyan ko hirpdi bolte 
小詞 あなた能格いつか 南 インド人対格ヒンディー語話す一未完

hue suna hai? 
コー完了聞く一完了 コー現在

「あなたは南インドの人がヒンディー語を話しているのを聞いたことがありますか。」
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これも「見る」のパターンと同じで、従属文の主語である「南インドの人」を

対格表示し、述語動詞の未完了分詞を斜格形に変える。 (16)と違うところは未完

了分詞にコピュラの完了形が付いているところである。

また、これも前節の「見る」同様、定形節を使った構造で表わすことができる。

(22) kya ap ne kabhi suna hai ki sauth irpc;l.iyan 

小詞 あなた能格いつか 聞く一完了コー現在同格 南 インド人

hirpdi bolte hairp? 

ヒンディー語 話すー未完コー現在

「あなたは南インドの人がヒンディー語を話しているのを聞いたことがありますか。」

この (22)のような定形節による構造も普通に使用される。なお、ヒンディー

語の場合、主文と従属文の時制を一致させる必要はない。基本的に従属文自体の

持っている時制が優先される。

2. 2. 5.'pana'「分かる」

ここで扱う動詞 ‘pana'には色々な意味があるが、原義はおおよそ日本語の「得

る」に当たる。状況を把握するということから転じて、「分かる」「知る」のよう

な広い意味での認識を表わすのに使用される。自動詞のところで上げた ‘lagna'

のような自然に感じるものではなく、視覚や聴覚を含め、知的に物事を把握する

という場合に使用される。具体的のどのような例か、以下の (23)から見ていこう。

(23) mairpne unherp bahut hi catur aur yogya pa.ya. 

私＋能格彼ら一対格 とても小詞 賢いそして有能な分かる一過去

「私は、彼らがとても賢く有能だと分かった。」

これは、「彼らが賢く有能だ。」という形容詞述語文を主文の目的語に埋め込ん

だものである。これまで例と同様、従属文は非定形化、つまり形容詞述語文の場

合はコピュラの削除がされて、主文に埋め込まれる。

-80 -



次は動詞述語文の例である。

(24)... jab 18viIJ1 sati tak ham'urdii'sabd ka prayog nahiIJl 
関係 18番 世紀まで私たちウルドゥー言葉 の 使用 否定

pate aur'ghalib'ko apna divan'hiIJ1di ka'aur 
分かる一未完そしてガーリプ対格自分のガザル詩集ヒンディーのそして

'mir'ko apni zaban'hiIJ1di'gho~it karte 匝te
ミール対格自分の 言語 ヒンディー明言したする一未完分かる一未完

haiIJl. 
コー現在

「18世紀までウルドゥーという言葉が使われたのも見られず、ガーリブは自分のガザル

詩集を『ヒンディーの』と、ミールは自分のことばを『ヒンディー』と明言しているのが

分かる。」 [HBh p.109] 

(24)は二つの文で構成されている複文だが、どちらとも述語動詞が 'piinii' に

なっている。どちらも同じ意味合いで使用されているが、前者は「ウルドゥーと

いうことばの使用」という名詞句が目的語となっている。後者はこれまで他のと

ころでも見られた、目的語への文の埋め込みを伴った例である。「ガーリブは自分

のガザル詩集を『ヒンディーの』と、ミールは自分のことばを『ヒンディー』と

明言している。」という従属文が、 ‘piinii’ の目的語として埋め込まれているわけ

である。主語の「ガーリブ18」、「ミール＂」を対格表示し、動詞述語は斜格形にさ

れる。

また、先の目的語型に使用されていた動詞と同様、斜格形にならず、従属文の

動詞形態のまま埋め込まれているのが次の二つの例文である。

(25) …to aj ke bharat ko bahut pichra hua pate haiIJl. 
小詞今日のインド対格とても遅れる一完了コー完了得る一未完コー現在

「すると、（我々 は）今日のインドがとても遅れていることが分かる。」

(26) jab vyakti apne ap ko ek aisi sthiti meip ghira pa.ta 
関係人 自分自身対格 1 このような状況 に囲まれる一完了分かる一未完

hai ki jis se nikalne ka use marg nahiip milta. 
コー現在同格関係・斜から出る一不定・斜の彼に道 否定見つかる一未完

「人は自分が抜け出る道が見つからない状況に囲まれたと気付いた時に・・・。」
[SBh p.21] 
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(25)では、「インドがとても遅れている。」の動詞述語「遅れている」 'pichra

huii' の ‘huii' のように直格形のままで埋め込まれている。 (26)も、従属文の動

詞述語「囲まれた」 、ghirii' が直格形のまま埋め込まれている。

これらはすべて非定形節化による埋め込み文だが、これまでどおり定形節のバ

ターンも無論見られる。

(27) ve pate hairp ki atma ki amarta par arjun dhyan 
あの方分かる一未完コー現在同格魂 の 不死 にアルジュナ注意

nahirp de rahゑ hai.
否定 与える一幹続く一完了 コー現在

「あの方（神）は、魂は死なないことにアルジュナが気づいていないのを分かっておられ

る。」 [SBhp.37] 

(27)も先の目的語型の動詞群と同じで、 ‘piinii' の目的語としては、もはや何

も示されることがない。この定形節構造を取るのは、「分かる」という意味の場合

のみである。

3．非定形節による埋め込み構造と知覚動詞の特徴

前章では、ヒンディー語の知覚動詞の例をいろいろ観察してきたが、ここでは

統語構造に焦点を当て、本稿で取り上げた知覚動詞を使った文の統語的類型、お

よび知覚動詞自体の特徴についてもまとめてみたい。

これまで挙げた例は、主語型と目的語型に大きく分けることができた。そのうち、

主語型の定形節構造の場合は、以下のとおり主文と従属文を同格接続詞の ‘ki'

を介在させ並列させるパターンであった。

-82-



［主語型］

①定形節

(muJ"he) 

Adl 

「―-------•1

I 
ap 

S2 

(yah) 

S1 

ki= 

App 

lag raha hai 

V1 

vyast 

PredA2 

haim 

. V2 
’’  

これは前章の (I)を構造図化したものである。点線内は従属文であり、そこに

は定形節が入っている。また、主文の Ad1は、 V1の当事者である人を与格表示し

たものだが、これは特に個人的に感じることを述べるのでなければ、明示する必

要はない。つまり、「私には・・・・と思える」という場合ならば明示されてもお

かしくはないが、例えば日本語の形式名詞「よう」の場合は、「？私にはあなた

はお忙しいようですね。」という風に、感じを受ける当事者 (Ad1)を明示すると、

文としてはおかしな感じがする。それはこの「よう」を使った場合、「私」が話題

なのではなく、あくまで「あなた」になっているのである。ヒンディー語で「よ

う」と「思える」のような話題による使い分けはないが、ヒンディー語でも、話

題となっているのが「私には思える」という「私」ではなく「あなた」に移ると、

当然、「私」という当事者は欠落しやすくなる。果ては、以下のとおり従属文を非

定形節化し、主文に埋め込む構造を取ることができるようになるのである。

②非定形節
ap 

S2 

vyast 

PredA2 

ー’
 

ーs

s

 

lag rahe hairp 

V1 
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この非定形節の構造では、従属文が主文の S'として埋め込まれているのが分か

る。その埋め込みの際、従属文の S2は主文に SJこ一致し、 V2のコピュラが削除さ

れ、残ったPredAはs,の残像である S'1としてそのまま埋め込まれる。同時に、 v,
がV2の性・数そして時制を引き継ぐ。ここの ‘iip' は、男性・複数形なので、 VI

もそれに一致した形に変化することになる。

この定形節から非定形節化を経た主文への埋め込み”は、以下の英語の ‘seem'

に見られるのと同じである。

It seems (to me) that she is busy. ⇒ She seems (to me) to be busy. 

仮主語である ‘it'の位置に従属文の主語 ‘she'が上昇するこの現象をRaising

と呼ぶが、従属文の述語形容詞 ‘isbusy' は非定形、すなわちコピュラに相当す

るbe動詞の不定詞に変化させ ‘tobe busy' とするか、もしくはそのbe動詞を外

し、形容詞だけで ‘Sheseems busy.' とすることができる。

一方のヒンディー語では、先にも述べたようにコピュラは削除されるパターン

しかない。時制を伴った定形のコピュラを、未完了分詞 ‘hotii./hoti/hote'、完了分

詞 ‘huii./hui/hue'、不定詞 ‘honii./(honi21)/hone' のような非定形に変え、そのま

ま主文に埋め込むということはない22。また、感じる当事者を明示する場合、英語

は非定形節でも tomeを入れることが可能である。それはヒンディー語でも同じ

だが、実際は、話題が感じる当事者にあるのであれば、定形節のパターンを使う

方が普通である。

この Sから Sへの埋め込み構造は、 ‘lagnii.' 「感じられる、思われる」の場合

は、動詞述語文”の場合には見られない。しかし、 ‘dikhna' 「見える」の場合は、

名詞もしくは形容詞述語文および動詞述語文のどれでも、 Sから Sへの埋め込み

が可能である。聴覚を表わす ‘suniiidenii.' の場合は、動詞述語文の場合のみ、埋

め込み構造が使用される丸では、もう一つの目的語型の構造を図式化してみよ

う。先ほどと同様、まずは定形節からである。
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［目的語型］

③定形節

unhorpne 
S1 

(yah) 

01 

ki= 

App 

dekha 

Vt 

口呻
-av02 

-a y
 

n
 

n
 
a
 
k
 
r
 
a
 

d
 
m.82 

u
 
s
 

k
 
e
 

これは、埋め込み文の基底構造となる (17)の定形節の文である。 O1の近称詞

‘yah25'が同格接続詞 ‘ki' を介し、点線内の従属文を照応する。この近称詞は構

造を明示するために便宜的に設けたものだが、 2.2.内で挙げたそれぞれの定形節

の例文どおり、通常表示されることはない。点線内の定形節の従属文は、先の主

語型と同じように非定形節化されて、主文の目的語の位置に埋め込まれる。それ

が以下の構造図である。

④非定形節

unhoip.ne S1 

「―-------------1
ek surpdar kanyii ko― 

S2 n□ 
caliite 

V2 
I 

.• I 

01 

0'1 

dekhii. 

V1 
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従属文での主語であった「美しい一人の娘」は後置詞の ‘ko'で対格表示され、

述語動詞は女性・単数形から主語との性・数の一致を起こす必要のない中立的な

斜格形．calate' に変わる。もっとも、 (19)のように斜格形に変わらず直格形の

ままのこともあるが、通常は一致する主語を失い、述語動詞には、主語との一致

を超えた斜格形が使用される。

このように、主語型であれ目的語型であれ、また、統語構造のみに関しては、

従属文の述語が名詞であれ、形容詞であれ、動詞であれ、①、③の定形節を伴う

基底構造から、②、④の埋め込み構造が生成されることが分かる。 S⇒S、S⇒0

Raisingによる埋め込み構造をまとめると、以下のとおり公式化できる。

<主語型>

S, (=S2) ＋ 

ii [Noun, Adjective, Imperfect participle/ Perfect participle] 
＋ v, 

<目的語型>

SI ＋
 

S, (Ace) ＋ 2
 >
|
 

＋ VI 

[Noun, Adjective, Imperfect participle/ Perfect participle] 

非定形化される動詞形態については、主語型の場合、 S，と［］内の品詞が、性・

数の一致をしたまま埋め込まれる。目的語型の場合は、本来の主語S2と［］内の

品詞が性・数の一致を起こさず、中立な斜格形を取る。主語 S2は対格表示され、

文法上の主語としての資格を失うため、動詞が斜格形を取るのはヒンディー語で

は自然といえるが、事実、前章の例文に見られたように、主語型同様、性・数を

一致させたまま埋め込まれることも多い。

ところで、名詞述語文、形容詞述語文におけるコピュラは、埋め込みの際、削

除されてきたが、動詞の未完了分詞、完了分詞はそもそも未完了、完了の状態を

表わすもので、形容詞的な性格を持つものである。したがって、形容詞とコピュ

-86-



ラの組み合わせと同じく、現在時制を表わす『未完了分詞＋コピュラ』もまた、

コピュラが削除されると考えれば、 (16)ような ‘calate' が入るのは容易に理解

できる。しかしながら、 (21)の ‘sunna' 「聞く」でも見られたように、以下のと

おり ‘hue' が付く場合もある。

unhorpne ek sundar kanyii ko niiv caliite hue dekha. 

その方十能格 1 美しい 娘 を 舟 漕ぐー未完コー完了見る一過去

「その方は一人の美しい娘が舟を漕いでいるのを見た。」

一般にこの ‘hue'はなくても構わない、省略可能なオプションとして処理され

る。しかし、統語構造の操作の観点から言えば、これはただのオプションではな

く、「未完了の状態にある」という意味をきちんと担っているものと解することが

できる。これが挿入されるのは、話題が動作自体ではなく、動作が未完了の状態

にある、つまり、「漕いでいる」になっているからである。実際、「漕ぐのを見た」

と「漕いでいるのを見た」や英語の ‘see'や ‘hear' が非定形の動詞として取れ

る原形不定詞と現在分詞 ('row'vs.'rowing'）を取ることができるのと同じで

ある。例えば、動作が話題なのであれば、わざわざ「状態にある」ということま

で言及する必要がない。したがって、その場合は「漕いでいる」 (-ing形）を使う

までもなく、「漕ぐ」（原形不定詞）のみで済む。それと同じで、ヒンディー語の

'caliite'vs.'caliite hue' も、状態に言及するのであれば、はっきり ‘hue' を使う

必要が出てくるが、それ以外の場合は ‘caliite' で構わないだけである。

一方、 (8)、（18)、（19)のように ‘dekhna' 「見る」で使用されていた完了分詞に

ついてはどうであろうか。ヒンディー語の完了分詞は、それ自体が過去時制を表

わす。非定形の分詞としては、英語の過去分詞のように動作の受動性を強く表わ

すものではなく、あくまで動作の完了性の意味合いが強いものであり続ける。「座

る」のような動作を表わす動詞の場合、「座った」という過去形になると、完了状

態ではなく、動作が完了したこと、すなわち単なる過去の事象を表わすものと捉

えられやすくなる。したがって、状態に強調を置く場合は、未完了分詞の時と同

じ論理でコピュラが必要になるのである。この『完了分詞＋コピュラ』といえば、
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いわゆる現在完了形（または過去完了形）と呼ばれている組み合わせだが、これ

はまさに「その状態にある」という意味に使用されるものである。つまり、この

埋め込み文も、元々『完了分詞＋コピュラ』になっていると仮定すれば、そこか

らコピュラが削除されたと理解することができる。結果、「座る」が使用されてい

る (18)、（19)の例も、その瞬間、動作が完了したこと自体を示すものではなく、

あくまで動作が完了した状態を示すものとなっているのである。

ところで、これにも先の未完了分詞同様、さらに非定形であるコピュラの完了

分詞を付けることができる。

mai叩1e ek ba:rpdar ko per ke nice baithe hue dekha. 
私＋能格 1 猿 を 木の下に座る一完了コー完了見る一過去

「私は木の下に一匹の猿が座っているのを見た。」

これは『完了分詞＋コピュラ』の現在完了形がそのまま埋め込まれたように見

えるが、これは以下のような例の埋め込みと考えられる。

五jkalmere. bhatija jap函 a.ya hua hai. 

最近 私の 甥 日本 来る一完了コー完了コー現在

「うちの甥が日本に来ているんだよ。」

動作の完了性とその状態を述べるには、現在完了形の『完了分詞＋コピュラ』

でよいはずだが、上の文ではさらにその状態にあることを強調する26ために、現在

完了形の『完了分詞＋コピュラ』の命題に、さらにコピュラが加えられている”。

このような文が非定形節化した上で主文に埋め込まれる時、中立の斜格形変化を

起こし、主文に埋め込まれたものと考えることができるのである汽

以上がヒンディー語の統語構造が語る大きな特徴だが、もう一つ、本稿で主に

取り上げたヒンディー語の知覚動詞について、上の統語構造に照らし合わせなが

ら改めて考察してみよう。

②と④の埋め込み構造で Raisingを起こす名詞述語文、形容詞述語文、動詞述
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語文のうち、自動詞 ‘lagnii' 「感じられる、思われる」（それに相応する複合動詞

も含む）、また、他動詞 ‘miinnii' 「認める（思う）」や ‘samajhnii' 「理解する（思

う）」は名詞述語文および形容詞述語文に、そして、自動詞 ‘dikhnii' 「見える」

（これも複合動詞を含む）、 ‘suna'i denii' 「聞こえる」、それぞれの他動詞に当たる

'dekhnii' 「見る」と ‘sunnii' 「聞く」、および酒na' 「分かる」は動詞述語文に

限られていた。このような制限がなぜ出てくるのだろうか。

英語の ‘see' の例文”を見てみよう。

a. I saw him enter the room. 

b. I have twice seen bribery overlooked. 

c. I saw him to be a liar. 

d. He didn't see that she was mistaken. 

元来の視覚を使った感覚を表わすのが、原形不定詞を使ったa.の「私は彼が部

屋に入るのを見た。」と、過去分詞を使ったb.の「わいろが大目に見られている

のを2度見た。」である。これらは、 S⇒ORaisingを起こし主文に非定形節が埋め

込まれたものである。 c.は、「見る」という意味ではなく、「彼がうそつきだとい

うことが分かった。」という認識の「分かる」に変わる。こちらも、 S⇒ORaising

を起こしたものではあるが、埋め込みの際に非定形となる述語名詞が不定詞を取っ

ている。最後の d.「彼には彼女の勘違いが分からなかった。」は、 a.、b.、c.を生

成する基底構造のものであり、定形節のままになっている。これも C.同様、単に

視覚による感覚ではなく、視覚を通して得られる認識を示すものとして使用され

ている。

つまり、英語の場合は、この ‘see' という動詞を感覚によるものと認識による

ものを、統語構造もしくは非定形の動詞形態によって区別していることになるの

だが、ここで改めてヒンディー語の方を見てみよう。動詞 ‘dekhnii' は、視覚の

「見る」という意味で使用されている a.の場合の埋め込みは、英語と同じく可能

である。 C.の「分かる」という意味の場合、名詞述語文、形容詞述語文を目的語

として埋め込んだ「AがB（だ）と分かる」に対し、この動詞 ‘dekhna' は使用
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されない。これを表わすのは、知覚、認識を表わす自動詞 ‘lagnii'やそれに準ず

る複合動詞群、および他動詞の ‘manna' や ‘samajhna' になる。最後の d.の定

形節は、 a.、b.、c.を生成する基底構造だが、この場合ならば、 'dekhna' も「見

る」、「分かる」の両方の意味で使用することが可能である。

したがって、ヒンディー語では、英語の埋め込み構造のように動詞述語文と名

詞もしくは形容詞述語文の動詞形態を違えて「見る」という感覚から「（見て）分

かる」という認識の意味に及ばせることはない、つまり言い換えれば、ヒンディー

語の 'dekhna'は、英語の 'see'ほど多義性に富んでいないということができる。

このことは、 'sunna' 「聞く」の場合にも当てはまる。「聞く」と「（伝え聞い

て）知っている」という意味ならば、動詞述語文であれ名詞述語文、形容詞述語

文であれ、定形節構造でいうことができる。しかし、例えば、「私は彼が医者だと

聞いている。」という認識に関わる意味に限定される場合にも、名詞述語文もしく

は形容詞述語文が埋め込まれるかというと、そうではない。あくまで、動詞述語

文の埋め込みでかつ、聴覚の「聞く」という意味の場合のみである”。この点で

は、英語も動詞の非定形に不定詞や原形不定詞を取ることはないようである。

ところで、先ほどの 'see' の b.のように埋め込み文の動詞の非定形が過去分詞

になるものが英語には見られる。

e. She heard her name called. 

この e.「彼女は自分の名前が呼ばれるのを耳にした。」では、埋め込み文の動詞

述語が非定形の過去分詞になっている。ヒンディー語では、 ‘sunna' 「聞く」であ

れ、 ‘suniiidena' もしくは ‘suniiiparna' の「聞こえる」であれ、英語の過去分詞

に相当する完了分詞を使うことはない。というのは、ヒンディー語の完了分詞は

「完了」が主であり、「受動」の意味はあくまで副次的なものだからである＂。つま

り、英語の方は、 ‘be called' もしくは ‘beingcalled' のような受動でかつ未完了

状態を示しているといっても過言ではないであろうが、ヒンディー語の場合、事

象が既に完了状態にあることを示すため、「聞く」や「聞こえる」という動詞と共

起することが論理的にありえないのである。
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したがって、 ‘suniiidenii' もしくは ‘sun釘parna'は完了分詞を取るバターンは

なく、多義性についても英語と変わらないと考えてよい。

このように、ヒンディー語の知覚動詞は、同じ動詞を統語構造や埋め込まれる

側の述語動詞の動詞形態を違えて、異なる意味を表わす、すなわち多義性には富

んでいないといえる。五感を通じた直接的な感覚はそれぞれ専用の動詞で表わし、

感覚による知覚全般を表わす場合は ‘lagna'を使用する。もう一つのカテゴリー

として、他動詞で構成される知的な知覚、つまり認識を設けることができる。

五感による感覚

dikhnii : dekhnii 

sunai denii : sunnii 

感覚による知覚

lagnii. 
dekhnii. 

sunnii. 

認識

manna 

samajhnii 
--pana 

感覚による知覚に挙げた ‘dikhnii' と ‘sunnii' は、「（見て）分かる」、「（聞い

て）知る」の意味で、定形節のみの使用であることをあらかじめ付言した上で、

これらの知覚動詞の中に挙げたものの多義性についてもう少し言及すると、この

中で多義性に富んだ動詞といえば、 ‘lagnii' と ‘piinii' である。というのは、こ

れらは知覚の意味以外にも使用されるからである。 ‘lagnii' の原義は「ある面が

別の面に接する」であり、 ‘piinii' は、「ものを獲得する」という原義を持つもの

である。本来、それらが「感じられる」、「分かる」の意味として知覚の意味に及

んで使用されているのだが、前者は与格構文を取ることからしても自然に、感覚

的に分かるものであることが容易に理解できる。それに対し、後者は他動詞であ

ることもあり、能動的で知的な認識の意味に使用される。

また、埋め込みの点でいうならば、 ‘lagnii' で S⇒SRaisingを起こすのは名詞

述語文、もしくは形容詞述語文に限られ、動詞述語文は同格接続詞を使った定形

節の構造パターンになる。それに対し、 S⇒0Raisingを取る ‘piinii' は、 ‘lagnii' 

と違い、名詞述語文、形容詞述語文、動詞述語文のすべての埋め込みが可能である。

これらを総合すると、ヒンディー語では ‘piinii' が一番多義性に富み、かつ統

語構造上も従属文の述語品詞を問わず、定形節、非定形節の両方が可能な知覚動

-91 -



詞といえよう。

4. おわりに

ヒンディー語の知覚動詞を使った文は、埋め込み処理がなされた場合、あたか

も単文のように見えるが、実際は S⇒Sもしくは S⇒0Raisingを起こし、従属文

が主文に埋め込まれたものであり、根本的には複文と呼ぶことができる。

また、知覚動詞には、従属文が名詞述語文、形容詞述語文、もしくは動詞述語

文であるかによって、非定形節化が可能かどうかの制限が生じる。この制限は、

裏を返せばその知覚動詞の多義性に依拠しているといえよう。つまり、知覚動詞

が多義でないからこそ、従属文の種類により Raisingの制限がかかるのである。特

に、感覚から二次的に発生する知覚もしくは認識については、同じ動詞により定

形節のままのパターンで表わすか、感覚を表わすものとは別の動詞を用いて表わ

す。その時も、 Raisingが関わる場合は名詞述語文もしくは形容詞述語文に限られ

るのがほとんどである。ただ例外として、 ‘piinii' のみが名詞述語文、形容詞述語

文のみならず、動詞述語文までも埋め込み操作を可能にしている。知覚動詞と呼

べる動詞の中でも、唯一これが統語構造バターンの多様性と多義性の相関を示す

ものになっているのである。

例文略号および翻字

略語：直格＝（無表記），斜格＝斜，未来形＝未来，現在形＝現在，過去形＝過去，直説法＝（無表記），

命令法＝命令，仮定法＝仮，語幹＝幹，不定詞＝不定．未完了分詞＝未完，完了分詞＝完了，コ

ピュラ＝コ，能格＝能格，接続分詞＝接続，否定辞＝否定，同格接続詞＝同格，関係詞＝関係，

（なお、名詞の性・数は省略）。

翻字：①依llrJlrl~ はそり舌音。②C は[tJ]。③lJl(=n/fi/rJ/n/m) は鼻音記号、缶は鼻母音記号。

④子音＋ hは有気子音[Ch]。⑤8は摩擦音[J]。⑥rは母音。
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注

1 後に出てくるヒンディー語の近称詞による照応機能を果たすものと推察される。

2 ヒンディー語の与格後置詞‘ko'はしばしぱ対格表示にも使用される。以下、例文内では必

要に応じて'ko'を対格と表示する。

3 'samajhnii'「理解する」や‘miinnii'「認める」には目的語を取らない自動詞的な用法もある。

4 原義は「出る」である。「Aが（結果として）出てくる」から「判明する、後で分かる」に転じる。

例： yahbiit sac nikli.「このことが真実だと判明した。」これも本稿で述ぺる埋め込み文

を取る動詞の一つであるが、本稿では大きく取り上げない。

5 例文に出典文献があるものは、その文献の省略記号を付けてある。文献の詳細は本稿末尾

を参照。

Mahii.bhii.rat ki sre~t kahiiniy呻＝MBh,Srimadbhii.gavat ki sre~t kahiiniy輯t=SBh，基

礎ヒンディー語＝KH,Hind svariij= HS, Hindi bh函iikii samii.jsii.str= HBh, Teach Y 

ourself Hindi= TYH.なお、例文のグロスの略号については、本稿末尾に掲載してあるの

でそちらを参照されたい。

6 これは、インド・ヨーロッパ語に広く見られる、単数の相手への二人称複数形の使用であ

る。通常、相手に対する敬意を示したり、親しくない相手に対し距離を置いたりする場合

に使用される。

7 'miiliim'、‘gyiit'、‘mahsiis'、‘pratit'のうち‘pratit'は、他の‘miiliim'、‘gyiit'、‘mahsiis'のような、単

純過去'huii'（この場合、「分かった」、「知った」になる）や現在進行形もしくは過去進行形‘ho

rahiihai'、‘horahiithii'（男性・単数形のみ表記）という言い方がなく常に‘hotiihai'、‘hotathii'

（同様に男性・単数形）になる。

8 この(4)の‘miiliimhotii hai'や(3)で使用されていた進行形‘horahii hai'（同様に男性・単数

形）はどちらとも、日本語の形式名詞「よう」「そう」や「みたい」、また英語の‘seem'に相当す

る意味になるが、‘maliim'＋コピュラ（原形は「なる」の時と同じ‘honii'）の場合は、コピュラ

の時制（現在／過去／未来）に応じて「知って／分かって」＋「いる／いた／いるだろう」と

いう具合に状態を表わすものになる。

9 この‘miiliimhonii'の‘honii'はコピュラではなく、本動詞「なる」。「知った／分かった状態に

なる」の方。

10ここで‘ki'が必要ないのは、会話文のためと推察される。音声言語の場合、ポーズを入れる

ことで、文の切れ目、すなわち従属文の開始を宣言することが可能だからである。

11本来の意味は「真理の把持」。ガンディーにより提唱されたいわゆる非暴カ・不服従運動

のこと。

12この同格接続詞‘ki'は、2.1.1．でも既に出てきているように、一見、英語の同格節を導<that

とよく似ているようだが、この例のようにwhー疑問文に当たる疑問文が来ても消えるこ

とはない。英語のthatというよりも、むしろ日本語の「と思う」、「と分かる」のような格助

詞「と」と同じと考えた方がよいだろう。

13直格形には、男性・単数形の‘-tii'．男性・複数形の‘-te'，女性・単数もしくは複数形の‘-tI'が

ある。ここは主語が「娘」なので、‘caliiti'となっている。
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14 日本語の場合は、「一て•いる」形で習慣も進行も表わすことができる。また、いわゆる副

詞群の「ずっと」「ときどき」などを共起させて、習慣か進行かはっきり使い分けることがで

きる。

15これが一般に習慣表現と呼ばれるゆえんである。

16デリー周辺ではこの言い方がよく使用されているとも聞くが、実際そうであれば、ピジン・

ヒンディーの中で言語変化を起こしたものとも考えられる。

17ヒンディー語のこの‘dekhna.'には、日本語の感嘆詞「ほら、ねえ」のような用法もある。例

えば、日本語の「ほら、見て」の場合、‘dekhni'の命令形を使用する（例： ‘dekho'）。英語の場

合も‘see'（または‘look'）が命令形で使用される。一方、ここで挙げる「分かる」の意味の場

合、「ほら（ね）、分かった？」に相当するものとしては‘dekhliya.?'という具合に、ベクトル

動詞'lena.'「取る」を付加した動詞複合を用いる。ここは、日本語で言うところの「見て取

る」のような意味合いと考えてよいだろう。ヒンディー語の動詞複合については、西岡

(2004)を参照されたい。

18ウルドゥー語の著名な詩人の一人。

19ガーリプ同様、ウルドゥー語の著名な詩人の一人。

20変形生成文法の枠組みならば、いわば前者が深層構造で後者が変形規則適応後の表層構造

となるであろう。実際、文派生の段階という点で、定形節の文が非定形節化の基底にある

ことは疑いないが、現実に構文を違えている以上、深層構造、表層構造の文がともに同じ心

理値で使用されるものとは思えない。談話文法的には異なるはずである。

21不定詞が名詞に係る場合に、その語尾が女性・単数もしくは複数に対して形容詞変化を起

こしたもの。

22論理的にはコピュラを残した場合、’iipvyast [hoti/hui/honi] lagti hai111'（［未完分詞／完了分

詞／不定詞］の順）となるが、まず見かけることはないバターンである。

23前章の2.1.1の（2）と2.1.2の(6)を参照。

24前章2.1.3および2.1.4を参照。

25「これ」「それ」を表す指示詞の一つ。発音は[ye].

26日本語で言えば文にさらに「のだ」を付け加えるような感じである。例文中は口語体なの

で、日本語の口語体「ん」を使用している。

27『完了分詞＋コピュラ』にさらにコピュラを付け加えるものに関しては、西岡(2002)を参照。

28動詞の意味的性質（一般的に言われる動作動詞や状態動詞）によって、この形式が出やすい

かどうか決まってくるものと推察される。

29『CD-ROM版新英和・和英中辞典』（研究社）

30前掲(21)参照。

31主語が「何かをした」という行為は、視点を変えて目的語の「何か」から見れば「された」とな

るが、そこから生成される受動の意味は、ヒンディー語では通常、能格構文内で見られるも

のである。この完了分詞の持つ完了性および受動性については別の機会に改めて議論し

たい。
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On the Sentences with a Verb of Perception in Hindi 

Miki NISHIOKA* 

In many languages, we see some characteristics shown in the verbs of perception. 

Hindi, which is counted as an Indo-European language, is not an exception. It shows some 

remarkable characteristics in verbs of perception syntactically and semantically. 

The main aim of this paper is to observe various sentences that contain a verb of 

perception and to make clear the features of the structure of verbs of perception in Hindi 

language syntactically and semantically in contrast with Japanese and English. 

As we already know, in Hindi, a complex sentence with the appositive pronoun'ki'is 

usually used as a sentence with verb of perception in the basic structure. But we can also 

observe that some verbs of perception in Hindi allow a subordinate clause to be embedded 

either in a subject or in an object of the main clause through the grammatical process of 

so-called raising. In this paper, we call the former type Finite Clause and the latter one 

Non-finite Clause. 

In conclusion, we will find that the type ofNon-finite Clause has 2 kinds of raising as 

Subject to Subject and Subject to Object. Then we will also remark that this raising does 

not occur in every verb or every use of a verb of perception. In other words, it has some 

limitation in itself. From a viewpoint of embedding a subordinate clause into the main 

clause, this limitation depends on what kind of subordinate clause, i.e., noun predicate, 

adjective predicate or verb predicate clause, is supposed to be embedded into the main 

clause. In addition, it will become clear that this raising process relates to the polysemy of 

verbs of perception, especially as in'dikhna'vs.'dekhna','sunai dena'vs.'sunnゑ'and

＊
 
Part-time Iustrucfor of Osaka University ofForeing Studies 
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'lagna'vs.'man~ii';. all of these three consist in the pairs of intransitive verb and transitive 

verb, and'pan街， whichhas itself various usages not only as verb of perception, but also 

as main verb and even as auxiliary verb. 
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